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著作権違反者は、 民事責任の対象になり ます。

この製品には、 ZPL®、 ZPL II®、 および ZebraLink の各プログラム、 Element Energy
Equalizer® 回路、 E3®、 および Monotype Imaging フォン トが使用されているこ とがあ
り ます。 Software  ZIH Corp. All rights reserved worldwide.
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(All rights reserved worldwide)。
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責任の制限  いかなる場合においても、 Zebra Technologies、 または付属の製品 ( ハー
ド ウェアおよびソフ ト ウェアを含む ) の作成、 製造、 または配布にかかわるその他の
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付随的または派生的損害の除外または制限を認めていない場合があるため、上記の制
限または除外はお客様に適用されないこ とがあ り ます。
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FCC 準拠に関する声明

このデバイスは Part 15 規則に準拠しています。 動作は以下の 2 条件に従っていなけ
ればなり ません。

1. 当該デバイスによって有害な干渉が発生することはない。

2. 当該デバイスは、 予想外の動作を引き起こす可能性のある干渉も含め、 すべての干渉を
受け入れなければならない。

この機器は、 FCC 規則第 15 条に従った、 ク ラス  B デジタル ・デバイスの制限に準拠
しているこ とが、 検査によ り確認されています。 これらの制限は、 機器を居住環境内
で操作した場合に、有害な干渉に対して妥当な保護を提供する目的で、設定されてい
るものです。 この機器は、 無線周波数エネルギーを生成および使用し、 それらを放射
する可能性があ り ます。 したがって、製品のマニュアルに従って設置および使用しな
かった場合、 無線通信に有害な干渉を引き起こすこ とがあ り ます。 ただし、 干渉が特
定の設置で発生しないとい う保証はあ り ません。 この機器が無線またはテレビの受
信に有害な干渉を引き起こす場合は、次の 1 つ以上の対策を講じるこ とをお勧めしま
す。

• 受信アンテナの向きまたは場所を変えます。

• 機器と受信機の距離を開けます。

• 受信機が接続されている回路とは別の回路のコンセン トに機器を接続します。

• ディーラー、 または経験の豊富な無線 / テレビ技師に相談し、 援助を求めます。 

Zebra Technologies によ り明示的に承認されていない変更や改造を行う と、装置を操作
する権限を失う可能性があるので、 注意して ください。 仕様に準拠するため、 このプ
リ ンタには完全に遮蔽された通信ケーブルを使用する必要があ り ます。

カナダの DOC 準拠に関する声明

This Class B digital apparatus complies with Canadian ICES-003. （このク ラス B デジタル
装置は、 カナダの ICES-003 に準拠しています。）

Cet appareil numérique de la classe B est conforme à la norme NMB-003 du Canada.
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連絡先

Zebra Technologies の連絡先は次のとおりです。

Web サイ ト

http://www.zebra.com

インターネッ ト を利用した技術サポートは、年中無休、 24 時間受け付け可能です。 詳
細については、 http://www.zebra.com/support をご覧ください。

南アメ リカ / 北アメ リカ

欧州、 アフリカ、 中東、 インド

アジア太平洋

地域本部 技術サポート カスタマ ・ サービス部門

Zebra Technologies International, LLC
333 Corporate Woods Parkway
Vernon Hills, Illinois 60061.3109 
U.S.A
電話 : +1 847 793 2600
フ リーダイヤル : +1 800 423 0422
ファ ッ クス : +1 847 913 8766

電話 : +1 847 913 2259
ファ ッ クス : +1 847 913 2578
ハード ウェア : 
hwtsamerica@zebra.com
ソフ ト ウェア : 
swtsamerica@zebra.com

プリ ンタ本体、 パーツ、 用紙、 リボ

ンに関するお問い合わせは、最寄の

販売代理店または弊社までご連絡

ください。

電話 : +1 866 230 9494
E-mail: VHCustServ@zebra.com

地域本部 技術サポート 社内販売部門

Zebra Technologies Europe Limited
Zebra House
The Valley Centre, Gordon Road
High Wycombe
Buckinghamshire HP13 6EQ, UK
電話 : +44 (0)1494 472872
ファ ッ クス : +44 (0) 1494 450103

電話 : +44 (0) 1494 768298
ファ ッ クス : +44 (0) 1494 768210
ド イツ : Tsgermany@zebra.com
フランス : Tsfrance@zebra.com
スペイン / ポルトガル : 
Tsspain@zebra.com
その他の地域 : 
Tseurope@zebra.com

プリ ンタ本体、 パーツ、用紙、 リボ

ンに関するお問い合わせは、最寄の

販売代理店または弊社までご連絡

ください。

電話 : +44 (0) 1494 768316
ファ ッ クス : +44 (0) 1494 768244
E-mail: mseurope@zebra.com

地域本部 技術サポート カスタマ ・ サービス

Zebra Technologies Asia Pacific, LLC
16 New Industrial Road
#05-03 Hudson TechnoCentre
Singapore 536204
電話 : +65 6858 0722
ファ ッ クス : +65 6885 0838

電話 : +65 6858 0722
ファ ッ クス : +65 6885 0838
E-mail: tsasiapacific@zebra.com

プリ ンタ本体、 パーツ、用紙、 リボ

ンに関するお問い合わせは、最寄の

販売代理店または弊社までご連絡

ください。

電話 : +65 6858 0722 
ファ ッ クス : +65 6885 0837 

www.zebra.com
http://www.zebra.com/support
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文書の表記規則

本書では、 特定の情報を提供するにあたって次の表記規則が使用されます。 

代替色  （オンラインのみ） 相互参照には、 このガイ ドの別の項にジャンプするための
リ ンクが含まれています。 このガイ ドをオンラインで表示している場合、 青色のテキ
ス ト をク リ ッ クする と、 対応する場所にジャンプできます。

コマンド ラインの例  コマンド ライン例はすべて Courier New フォン トで表示され
ます。 たとえば、binディ レク ト リに含まれるインス トール後のスク リプ トにアクセ
スするには、 次のコマンドを入力します。

Ztools

ファイルとディ レク ト リ   ファ イル名とディ レク ト リはすべて Courier New フォン
トで表示されます。 たとえば、 < バージ ョ ン番号 >.tar ファイルや /root ディ レ
ク ト リ などのよ うに表示されます。

絵記号の意味  

環境管理

参考文献

以下の文献は、 参考文献と して役立つ可能性があ り ます。

• ZPL II® プログラ ミ ング ・ ガイ ド第 1 巻、 第 2 巻
• EPL™ Programmer's Manual （EPL™ プログラマガイ ド）

注意 • 電気シ ョ ッ クを受ける危険があることを警告します。

注意 • 特定の操作を実行しなかった場合、または特定の操作を避けなかった場合、身体に
負傷を及ぼす危険があることを警告します。

重要 • タスクを完了するために重要な情報を通知します。

注記 •  本文の要点を強調または補足する中立的情報または肯定的情報を示します。

この製品は地方自治体の廃棄物処理に従って処分して ください。 これは リサイ クル
可能製品ですので、 その地区の基準に従って リサイクルを行ってください。 

詳細につきましては、 下記の当社 Web サイ ト をご覧ください。 

Web アドレス ：   www.zebra.com/environment

http://www.zebra.com/environment
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1
はじめに

Zebra KDU Plus キーボード ・ディ スプレイ ・ユニッ ト をお選びいただきまして、 まこ
とにあ りがと う ございます。 このマニュアルでは、KDU Plus の設定と操作の全般につ
いてご説明します。

目次

製品ボックスの内容. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2
KDU Plus の機能 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3
操作モード . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4
コン ト ロール . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6
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製品ボックスの内容

後で KDU Plus を輸送または保管する場合に備えて、 梱包用の箱は保存しておいてく
ださい。 梱包を解いたら、 部品がすべて揃っているこ とを確認してください。

KDU Plus

ソフ トウェアとマニュアル 拡張言語文字オーバーレイ
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KDU Plus の機能

以下の図に、 KDU Plus の主要な機能を示します。

外部
シリアル ・
ポート
(AUX 2)

プリンタ用シリアル ・ ポート ・ ケーブル
（' ファン トム ' DC 電源付き）

ディスプレイ
(4 行 x 40 文字 )

QWERTY
キーパッ ド

外部
シリアル ・
ポート
(AUX 1)

外部キーパッ ド / スキャン ・ ポート
6 ピン DIN
(PS/2 Scan Set 2 と互換 )
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操作モード

KDU Plus は、 工場出荷時に、 接続先の Zebra プ リ ンタのタイプを自動検出するよ う
に設定されています。 KDU Plus は、接続先プリ ンタに合わせてインタフェイス とモー
ドを自動設定します。 KDU Plus は、デフォルトで、 2 つのモード  ( フォーム ・モード、
端末モード ) を自動検出します。 

KDU Plus には、 4 つの基本操作モード  ( セッ ト アップ、 フォーム、 端末、 ファイル )
があ り ます。 

セッ ト アップ - KDU Plus へのプ リ ンタの接続後、 様々なインタフェイス ・ パラ メー
タ  ( 操作モード、 シ リ アル ・ ポート設定、 データ入力モードなど ) をサポートするよ
うに、 KDU Plus を再構成できます。 

フォーム ・ モード  - このモードでは、 Zebra ZPL と  Zebra EPL の両方のプリ ンタ ・ モ
デルを操作できます。 これは、 初期の KDU モデルと  Zebra EPL プ リ ンタの操作をエ
ミ ュレートするモードです。 KDU Plus では、ZPL プリ ンタ操作のサポート も追加しま
した。 詳細については、 「フォーム ・ モード」 の章を参照してください。

注記 • フォーム ・ モードは、 EPL ライン ・ モードのプリ ンタ操作に関しては機能しま
せん。
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端末モード  - 端末モードは、 主と して、 プ リ ンタ、 PC、 および外部入力デバイス  ( ス
キャナなど ) に対するプリ ンタ ・ コマンドの動作と通信をデバッグするツールと して
機能します。 

端末モードの KDU Plus は、KDU Plus から入力されたデータを接続先のプリ ンタに即
時送信します。 KDU Plus のディ スプレイに表示されるデータは、入力データのフ ィー
ドバッ ク と検証を提供するにすぎません。 

デフォルト の端末モード では、 ディ スプレイの左上隅に点滅する正方形 ( カールソ
ル ) が 1 つだけ表示さ れます。 

ファ イル ・ モード  - ファ イル ・ モードでは、 1 台以上の Zebra プリ ンタを リモートか
ら管理し、 それらにファイルを配布できます。 

デフォルト  の KDU Plus では、 電源切断後もファ イル ・モードに留まるこ とはあ り ま
せん。 詳細については、 「操作モードの選択」 (18 ページ ) を参照してください。
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コン ト ロール

KDU Plus は、ユーザー・インタフェイス と通信インタフェイスを構成する特殊なファ
ンクシ ョ ン ・ キーとナビゲーシ ョ ン ・ キーを組み込んだ QWERTY 型のキーボードを
備えています。 KDU Plus は、 接続先の Zebra プ リ ンタを自動的に検出し、 KDU Plus
自体をデフォル ト設定に構成するよ うに設計されています。 デフォル ト設定を変更
し、 変更内容を保存するには、 下図のコン ト ロール ・ ボタンを使用します。

SETUP キー - SETUP キーを押すと、 'CHANGE KDU SETTING' ( KDU 設定の変更 )
メニューにアクセスできます。 このセッ ト アップ・オプシ ョ ンを使用する と、設定の
値や操作モードを変更できます。 SETUP キーは、KDU Plus が他の 3 つの操作モード
( フォーム、 端末、 ファ イル ) のいずれかにある場合のみアクティブです。

ESC キー - ESC ( エスケープ ) キーの操作と機能は、KDU Plus の操作モードによって
異なり ます。 

セッ ト アップ ・モードで、 ESC キーを押すと、 セッ ト アップ ・モードの各レベルを終
了できます。 ト ップ・レベルのセッ ト アップ・モードの ト ップ・レベル 'CHANGE KDU
SETTING' (KDU 設定の変更 ) にいる場合は、ESC キーが押される と、KDU Plus がセッ
ト アップ ・モードを終了し、 セッ ト アップ ・モードに入る前に最後に設定された操作
モードに戻り ます。

ファ イル ・ モードでは、 KDU Plus が選択されたか処理中のファ イル管理操作を終了
します。 

SETUP ボタン

ESC ( エスケープ ) キー ENTER キー

ナビゲーシ ョ ン 
' 矢印 ' キー
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注記 • ESC キーを押しても、 KDU Plus が FILE MANAGEMENT ( ファ イル管理 ) モー
ド / 画面を終了する こ と はあ り ません。 SETUP キーを押す と、 CHANGE KDU
SETTING (KDU 設定の変更 ) メニューが表示されます。次に、'OPERATIONAL MODE'
(操作モード ) を選択する と、フォーム操作モードまたは端末操作モードに変り ます。  
端末モードまたはフォーム・モードでの ESC キーは、ESC キーと してのみ機能し、接
続先デバイスまたはプ リ ンタのインタフェイスに適切なエスケープ文字を送信しま
す。

ナビゲーシ ョ ン ・キー - ナビゲーシ ョ ン ' 矢印 ' キー ( 上、下、左、右 ) を使用する と、
セッ ト アップ ・ モード とファ イル ・ モードで選択を変更できます。 上下の矢印キーを
使用する と、 使用可能なオプシ ョ ンをス ク ロールできます。 表示されたセッ ト アッ
プ・モードに複数の選択グループがある場合は、左右の矢印キーで選択グループを変
更できます。 

端末モードでは、 ' 矢印 ' キーによって、テキス ト を変更するこ とな くカーソル位置を
移動できます。

ENTER キー - セッ ト アップ ・ モード とファ イル ・ モードで表示されたメニュー項目
を選択するには、 ENTER キー ( またはリ ターン ・ キー ) を押します。 
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2
設置

この章では、 KDU Plus の基本的な設置と設定の方法について説明します。

ハードウェア ・ インタフェイス通信と KDU Plus ユーザー基本設定は、 セッ ト アップ
操作モードで設定します。 「セッ ト アップ・モード」 (15 ページ ) を参照してください。

目次

基本的ハードウェア設置 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10
KDU Plus プリンタ ・ インタフ ェイス通信  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11
操作モード . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 12
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Zebra EPL と  Zebra ZPL の各デスク ト ッ プ・ プリ ンタは、 KDU Plus ( または他の外部デ
バイス ) をサポート するよ う に設計されています。 プリ ンタには、 外部デバイス  ( ス
キャナや KDU Plus など ) 用に使用できる  5 ボルト の DC 電源回路を含む RS-232 互換
インタフェイスが装備されています。 

Zebra ZPL 工業用テーブルト ッ プ ( ワークベンチ ) ク ラスのプリ ンタで KDU Plus をサ
ポート するには、 ハード ウェアの再構成が必要です。 このタイプのプリ ンタの RS-232
互換インタフェイスは、 デフォルト では、 外部デバイス  ( スキャナや KDU Plus など )
に必要な  5 ボルト の DC を提供しません。 したがって、 ZPL テーブルト ッ プ・ プリ ン
タの場合は、 上記のインタフェイス設定もオプショ ンと して注文するか、 資格のある
Zebra サービス担当者によるハード ウェアの再構成が必要です。

基本的ハードウェア設置

プリ ンタの電源をオフにした状態で、KDU Plus のプリ ンタ用シ リ アル・ポート ・ケー
ブルをプリ ンタのシ リ アル ・ ポートに接続します。

感電に注意 • プリンタの変更は、資格のある Zebra サービス技師が行う必要があります。
プリンタの設定や変更が正し く ないと、 プリンタ、 KDU Plus、 または接続先デバイスが
損傷したり、 あるいは、 電気シ ョ ッ クが発生することさえあります。

電源をオフにします。

シリアル ・ ポート
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KDU Plus プリンタ ・ インタフェイス通信

KDU Plus をプリ ンタに接続した状態で、 プリ ンタの電源をオンにします。 

これで、 KDU Plus は、 1 分以内に、 シ リ アル ・ ポートの設定 (DTE または DTC)、 プ
リ ンタのプログラ ミ ング言語 (EPL または ZPL)、 操作モード  ( フォーム ・ モードまた
は端末モード ) を検出し、 KDU Plus/ プリ ンタ間の通信を確立します。

重要 • プリ ンタについては、用紙 ( ラベル ) をセッ ト し、蓋を閉め、印刷準備を完了
する必要があ り ます。  最良の結果を得るには、 プ リ ンタ内にセッ ト した用紙に合わ
せてプリ ンタを手動でキャ リブレート します。 
EPL プリ ンタの場合は、印刷準備ができていないと、 KDU Plus がプリ ンタを自動検
出しないので注意してください。
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操作モード

KDU Plus は、 工場出荷時に、 接続先のプ リ ンタのケーブル ・ タイプを自動検出する
よ うに設定されています。 KDU Plus は、接続先の Zebra プリ ンタに合ったインタフェ
イスを自動設定します。 正しい操作のために、 シ リ アル ・ ポートの設定も必要な場合
があ り ます。 「ポート設定」 (19 ページ ) を参照してください。 KDU Plus は、EPL フォー
ム ・ モード または ZPL フォーム ・ モードを自動検出するよ うにデフォル トで設定さ
れています。

KDU Plus には、 4 つの基本操作モード  ( セッ ト アップ、 フォーム、 端末、 ファ イル )
があ り ます。 

セッ ト アップ - KDU Plus にプリ ンタを接続後、 様々なインタフェイス ・ パラ メータ
( 操作モード、 シ リ アル ・ ポート設定、 データ入力モードなど ) をサポートするよ う
に、 KDU Plus を再構成できます。 詳細については、 「セッ ト アップ ・ モード」 の章を
参照して ください。

接続先のプリンタをオンにします。

内部
診断

自動検出

シリアルポート
設定の検出

EPL または ZPL
の検出

あり

あり  ( デフォルト )

なし オペレータが選択した
操作モード
( 自動検出オフ )

フォーム ・ モード 端末モード

なし
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フォーム ・モード  - KDU Plus のデフォルト操作モード。 自動検出が有効な場合、KDU
Plus は、EPL 通信の確立を試行後、ZPL 通信の確立を試行します。 KDU Plus は、フォー
ム ・ モード操作の確立を続行しながら  60 秒カウン ト ダウンした後、 シ リ アル ・ ポー
ト を DTE 通信に設定して端末モードを起動します。 KDU Plus がフォーム ・ モード操
作の確立に失敗した場合、 KDU Plus は、 デフォルトで、 端末モードに設定されます。

以下のフォーム ・ モード画面の CONNECTION ( 接続 ) ステータス行には、 プリ ンタ
の言語 (EPL または ZPL) とシ リ アル・ インタフェイス  (DTE または DCE) が表示され
るか、 'No response from printer' ( プリ ンタからの応答なし ) ステータスが表示されま
す。 KDU Plus にフォーム ・ モードの 1 つを強制し、 自動検出をオフにした場合は、
KDU Plus が CONNECTION ( 接続 ) ステータス行に 'No response from printer' ( プリ ン
タからの応答なし ) ステータスを表示するこ とがあ り ます。  

端末モード  - KDU Plus がプリ ンタ と通信できない場合のデフォルト ・モード。 EPL プ
リ ンタ通信などのシ リ アル ・ ポー ト通信のパラ メータについては、 セッ ト アップ ・
モードでプリ ンタ /COM ポート を DCE 通信に変更します。 端末モードは、 主と して、
デバッグのために使用します。

ファイル ・ モード  - ファ イル ・ モードは、 セッ ト アップ ・ モードを使用して選択する
必要があ り ます。 自動検出をオフにし、操作モードをファ イル・モードに設定する と、
ファ イル ・モードで KDU Plus を起動できます。 シ リ アル ・ポート通信を使用する と、
ファ イルを ( プリ ンタで処理するために )、 PC ( ホス ト ・コンピュータ ) から  KDU Plus
へ転送し、 KDU Plus から  Zebra プリ ンタに転送するこ とができます。 

ファ イル ・ モードでは、 即時処理のコマン ドを含むファ イルを送信した り、 フォー
ム・モードで取得するフォームをプリ ンタに保存するファ イルを送信するこ とによっ
て、 プ リ ンタを管理できます。 
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3
セッ トアップ ・ モード

この章では、 セッ ト アップ ・ モードを使用して KDU Plus を設定する方法について、
詳細に説明します。

KDU Plus のセッ ト アップ・モードでは、オペレータが KDU Plus の動作を再構成でき
ます。 オペレータは、 操作モード、 キーボード設定、 ポート設定、 端末設定、 自動検
出、 および工場デフォルト を変更できます。

目次

セッ トアップ ・ モードの開始  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 16
セッ トアップ設定内容の保存  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 16
セッ トアップ ・ モードのメニュー構造  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 17
操作モードの選択  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 18
キーボード設定  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 18
ポート設定 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 19
端末設定. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 23
自動検出. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 23
工場デフォルト  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 24
セッ トアップ ・ モードの終了  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 24
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セッ ト アップ ・モードで行われた変更は、非揮発性のフラ ッシュ ・ メモ リに保存され
ます。 保存された設定は、 工場デフォルトの再適用またはセッ ト アップ ・ モードでの
再変更まで、 そのまま残り ます。 電源をオフにしても、 保存された設定の内容 ( また
は、 保存されたファイル ) は変更されません。 

セッ トアップ ・ モードの開始

オペレータは、 他の操作モード  ( フォーム ・ モード、 端末モード、 ファ イル ・ モー
ド ) のいずれにいる場合でも、 SETUP キーを押すこ とによって、 即時、 セッ ト アッ
プ ・ モードを開始できます。 SETUP キーは、 これらの各操作モードの初期画面での
み有効です。 操作モードの基本については、 「操作モード」 (12 ページ ) を参照してく
ださい。

この画面から、 オペレータは、 左右山かっこ  ( > < ) で囲まれた設定を変更できます。
選択肢を変更するには、 上下矢印キーを使用し ます。 選択内容を確定するには、
ENTER キーを押します。 現在の設定またはセッ ト アップ ・ モードを終了するには、
ESC ( エスケープ ) キーを使用します。 

セッ トアップ設定内容の保存

KDU Plus の設定の変更を保存するには、セッ ト アッ プ・ モード を完全に終了する必要
があり ます。 セッ ト アッ プ・ モード で電源を切らないでく ださい。 電源を切ると 、 変
更した設定内容がすべて破棄されます。 KDU Plus は、 セッ ト アッ プ・ モード が終了す
るまで、変更された設定を一時メ モリ のみに書き込みます。 フラッ シュ  ( 非揮発性 ) メ
モリ への変更の書き込みを一回だけにするこ と で、 メ モリ 寿命が節約されます。
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セッ トアップ ・ モードのメニュー構造
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操作モードの選択

操作モードを選択する と、 直ちに選択したモードが開始され、 その設定が KDU Plus
の設定メモ リに保存されます。 KDU Plus は、すでにセッ ト アップ・モードを終了して
います。

操作モードは、 自動検出の設定と対話します。 自動検出がオンの場合 （デフォルト設
定）、電源をオン / オフする と、 これらの設定は続行しません。 自動検出操作の概要図
については、 「操作モード」 (12 ページ ) を参照してください。 自動検出機能をオンの
ままにして、 フォーム ・ モードの通常使用を可能にしておく こ とをお勧めします。

プリ ンタ と  KDU Plus の初回電源投入時に自動検出がオフになっている と、 KDU Plus
は、 保存されている操作モードの設定を調べます。 オペレータが手動で変更するか、
自動検出が再度有効 ( オン ) にされるか、電源がオン / オフされるまで、KDU Plus は、
この保存された操作モードに留ま り ます。 

キーボード設定

オペレータは、 KDU Plus によって使用される音とテキス トの編集方法を制御できま
す。

KEY BEEPS ( キー・ビープ音 ) - キーボード・キーを押した場合に鳴るビープ ( チャー
プ ) 音をオン / オフします。 ただし、 KDU Plus が、 電源投入時と リセッ ト時または
フォーム ・ モードでの ESC ( エスケープ ) キーの使用時に、 注意を喚起するために鳴
らす 2 つのビープ音は制御されません。
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EDIT MODE ( 編集モード )  - 表示されたカーソル位置のテキス ト を上書きするか
(OVER)、表示されたデータ  ( テキス ト ) を上書きせずに後続の文字位置にテキス ト を
挿入するか (INSERT) のどちらかに、 データ入力モードを設定します。

ポート設定

KDU Plus の各シ リアル通信ポートは、プ リ ンタ、PC、または他の入力デバイス  ( バー
コード ・ スキャナ、 スケールなど ) と通信できるよ うに正し く構成する必要があ り ま
す。  KDU Plus の工場デフォルト設定の使用時は、 KDU Plus と  Zebra デスク ト ップ ・
プ リ ンタが協調動作するよ うに設定されています。

プ リ ンタのシ リ アル ・ ポー ト の通信設定は、 ステータス ・ ラベルを印刷する こ とに
よって検証できます。 ステータス ・ ラベルを  EPL プ リ ンタで印刷するには、 用紙長
の検出 (AutoSense) を参照し、 ZPL デスク ト ップ ・ プ リ ンタで印刷するには、 FEED
( フ ィード ) ボタン ・ モードを参照して ください。  KDU Plus の COM/ プリ ンタの設
定がプリ ンタのステータス ・ ラベルと一致する必要があ り ます。

PC から  KDU Plus にファ イルを転送する場合は、 AUX2 ポー ト を一次ポー ト と し、
AUX1 を二次ポート と します。 AUX2 ポートは、 KDU Plus のファームウェア ・ アップ
デート をダウンロードできる唯一のポートです。
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追加の入力デバイス  ( バーコード ・ スキャナなど ) を使用する場合は、 KDU Plus の
AUX1 を一次ポート と し、 AUX2 を二次ポート と します。 これで、 フォーム、 入力デ
バイス、 および KDU Plus の保守に必要なポート設定の変更が少なくな り ます。

EPL プリ ンタ と  ZPL プ リ ンタは、 異なる内部デフォルトのシ リ アル ・ ポート通信設
定とシ リ アル ・ ポート接続設定を持っています。 デスク ト ップ ・ プ リ ンタの設定は、
プログラ ミ ングによってのみアクセスできます。 ディ スプレイのあるテーブル ト ッ
プ ・ プ リ ンタは、 シ リ アル ・ ポート設定をプリ ンタ制御メニューでも変更できます。

以下の図は、 COM/ プリ ンタ ・ ポートの設定と各カテゴ リの可能な選択肢を示してい
ます。 COM/ プリ ンタ ・ ポートの設定には、 AUX1 ポート と  AUX2 ポートの使用可能
な設定カテゴ リに加えて、 1 つ余分なカテゴ リ  (CABLE カテゴ リ ) があ り ます。 

COM/ プリ ンタ  - このポートは、 プ リ ンタ /KDU Plus 間の通信専用です。 ディ スプレ
イ ・ ウ ィ ンド ウには、COM/ プリ ンタ ・ポートの工場デフォルト設定が表示されます。
これらは、 EPL プリ ンタ ・ モデルのみをサポート していた KDU の初期モデルと同じ
設定です。

EPL プ リ ンタについては、 フロー制御を  HARDWARE ( ハード ウェア )  に設定し、
ケーブルを DCE に設定している必要があ り ます。 
EPL プリ ンタの場合は、 印刷準備ができていないと、 KDU Plus がプリ ンタを自動検
出しないので注意してください。

ZPL プリ ンタの場合は、 フロー制御を XON/XOFF  に設定し、 ケーブルを DTE に設
定する必要があ り ます。

KDU Plus が自動検出機能を使用してプ リ ンタ通信を開始する場合、 ケーブル ・ タ イ
プは自動的に検出されます。 正し く通信するには、 他のすべてのパラ メータを同期さ
せる必要があ り ます。

AUX1 と  AUX2 - これらの外部シリ アル・ ポート には、 2 つの主要機能 ( データ入力、
ファ イル転送 ) があり ます。 KDU Plus では、 様々な入力デバイス  ( スキャナ、 スケー
ルなど ) を使用できます。 AUX1 と  AUX2の両ポート からフォームやグラフィ ッ ク  (ロ
ゴ ) のファ イルを   KDU Plus に転送するこ と によって、 リ モート ・ プリ ンタに配布で
きます。
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入力デバイスまたはデータ転送用の PC インターフェイスの設定と一致するよ うに、
外部ポート を設定してください。 工場デフォルト設定は、 以下のとおりです。

KDU Plus を PC に直接接続する必要がある場合は、信頼性の高いデータ転送を行うた
め、 PC/KDU Plus 間の通信を同期する必要があ り ます。 そのため、 PC の設定と  KDU
Plus の設定を一致させる必要があ り ます。

PC のポート設定は、 Windows オペレーシ ョ ン ・ システムのコン ト ロール ・ パネルで
見つけるこ とができます。  Start ( スタート ) ボタンをク リ ッ ク し、 Settings ( 設定 ) -->
Control Panel ( コン ト ロール ・ パネル ) を選択します。

System ( システム ) アイコンを開きます。 Hardware ( ハード ウェア ) タブを選択しま
す。 Hardware ( ハード ウェア ) タブ内の Device Manager ( デバイス ・ マネージャ ) メ
ニュー ・ ボタンを選択します。 Device Manager ( デバイス ・ マネージャ ) メニュー内
の Ports ( ポート ) 項目を拡張し、 目的の COM ポート を選択します。
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以下の画面の設定と一致するよ うに、 ポートの設定を変更します ( 選択肢をダブルク
リ ッ ク してアクセスします )。

AUX2 ( または AUX1) が PC の設定と一致しなければなり ません。 

選択する
' ハードウェア '
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端末設定

LOCAL ECHO ( ローカル・エコー )  - この設定が ON ( オン ) の場合、 KDU Plus はタ
イプされた文字を表示できます。 LOCAL ECHO ( ローカル ・ エコー ) が OFF ( オフ )
の場合、 KDU Plus はプリ ンタから送信された情報しか表示しません。

自動検出

自動検出は、 プ リ ンタ と  KDU Plus の電源投入時に、 Zebra プリ ンタを検出し、 KDU
Plus をネイティブ操作モード  ( フォーム ・ モード ) にデフォルトで設定します。 自動
検出の設定を OFF  ( オフ ) にするこ とによって、自動検出を無効にします。 その場合、
次の電源投入時に KDU Plus が最後に設定された操作モードで起動します。 
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工場デフォルト

工場デフォルト設定を リセッ トするには、 YES  ( はい ) オプシ ョ ンを選択し、ENTER
キーを押します。  

セッ トアップ ・ モードの終了

最後に選択した操作モードに入るまで ESC ( エスケープ ) キーを押すか、 別の操作
モードの選択でセッ ト アップ ・ モードを即時終了するこ とによって、 セッ ト アップ ・
モードを正し く終了するまで、 セッ ト アップ ・モードでの変更内容はフラ ッシュ ・ メ
モ リに保存されません。  セッ ト アップ ・モードでの設定の変更は、すべて、一時的な
RAM メモ リに保存されます。 KDU Plus がすべての変更内容を永久メモ リに保存する
のは、 セッ ト アップ ・ モードが正し く終了したと きです。 KDU Plus は、 セッ ト アッ
プ ・ モードの間に電源を切られる と、 変更された設定を保存しません。 
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4
EPL フォーム ・ モード

フォーム ・モードは、 KDU Plus の標準操作モードです。 フォーム ・モードでは、 オペ
レータがプリ ンタに保存されているフォーム ( ラベル・フォーマッ ト ) を印刷したり、
呼び出すこ とができます。  EPL フォーム ・モードは、EPL 言語プリ ンタを操作するよ
う に設計された当初の KDU モデルの最も機能的な側面を綿密にエ ミ ュレー ト しま
す。

オペレータは、 ZPL と  EPL の両方のフォーム ・ モードで、 以下の基本操作を行う こ
とができます。

• プリ ンタに保存されているラベル ・ フォームのリ ス ト を印刷します。

• プリ ンタに保存されているラベル ・ フォームを取得します。

• 変数データを入力します。

• ラベルを印刷します。

目次

フォーム ・ モードの基本事項  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 26
F2 - フォームのリスト . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 27
FORM - フォームの取得  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 27
変数を含まないフォームの印刷. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 29
変数を含むフォームの印刷  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30
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フォーム ・ モードの基本事項

フォーム・モードのメ イン画面 (上記の画面) で有効な 3 つのキーは、次のとおりです。

F2 - F2 キーを押すと、 プ リ ンタに保存されている使用可能なフォーム  ( ラベル ・
フォーマッ ト ) を リ ス ト したラベルが印刷されます。

FORM - フォームを呼び出して印刷します。 ラベルの印刷は、 即座に実行されるか、
オペレータによる  KDU Plus キーボードや接続された入力デバイスからの入力、 また
は印刷するラベル数の入力を待機してから実行されます。

SETUP - SETUP キーは、 フォーム ・ モードでメ イン画面が表示されている間だけ使
用可能です。
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F2 - フォームのリスト

KDU Plus の F2 ファンクシ ョ ン ・ キーを押します。 プリ ンタがフォーム ・ ファ イルの
リ ス ト を印刷します。 リ ス ト上のフォーム名は、 取得に正確に必要な形式で印刷され
ます。 EPL プリ ンタのフォーム名は、 大文字小文字を区別します。

FORM - フォームの取得

KDU Plus は、 ラベル・ フォームを直接保存しません。 フォームは、プリ ンタ内に保存
されます。 KDU Plus は、直接、プ リ ンタにフォーム取得コマンドを送信して、 フォー
ムを起動します。 

フォームを取得するには、 FORM キーを押します。 フォーム ・ リ ス ト  (F2 で印刷 ) の
表示どおりに、 フォーム名を入力します。 

重要 • フォームの取得時は、 AUX1、 AUX2、 および PS/2 型の入力ポートがオフにな
り ます。 これらの入力ポートは、いったんフォームが実行され、KDU Plus がデータ入
力のプロンプ ト を表示する と、 アクティブになり ます。

• KDU Plus によって使用されるフォーム名には、最大 8 文字までの英数字を使
用できます。

• EPL フォーム名では、 8 文字を超えない限り、有効な DOS および Windows の
ファイル名文字もサポートできます。

• KDU Plus は、 ファ イル拡張子を含むファ イル名は認識しません。 プリ ンタ
は、 プ リ ンタでの保存プロセスで、 フォーム ・ ファ イルからファ イル拡張子
を削除します。 ファ イル名と フォーム名が一致する必要はあ り ません。 EPL
は、 1 つのファ イルで複数のフォームを処理するこ と もできます。 詳細につ
いては、 『EPL Programmer's Manual』 （EPL プログラマ ・ ガイ ド） を参照して
ください。

AbC123zP の EPL フォーム名は、 以下のよ うに入力します。

• フォームの取得を完了するには、 ENTER キーを押します。 これで、 プリ ンタ
と  KDU Plus がフォームの処理を開始します。

• 入力したフォーム名をク リ アするには、 CLR キーを押します。 
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• 左右の矢印キー、 DEL キー、および BACSPACE キーは、 フォーム ・モード時
に有効です。

• EXIT キーまたは ESC キーを押すと、いつでも、 フォームの取得やフォーム ・
データの入力を終了できます。

フォーム名が正し く入力されないか、 存在しない場合は、 KDU Plus によってエラー
が報告されます。

EXIT または ESC を押すと、 エラー ・ メ ッセージがク リ アされ、 KDU Plus のフォー
ム ・ モード表示画面に戻り ます。

KDU Plus がフォーム名モードまたはデータ入力モードにある と き、CAPS LOCK キー
を押すと、 KDU Plus のデータ入力モードが、 'Capital letter mode' ( 大文字モード ) と
'Small letter mode' ( 小文字モード ) 間を ト グルします。 ディ スプレイは、 一秒間、 入力
モード画面から以下の画面の 1 つに切り換わり ます。

個々の文字の入力時に反対の文字モードに切り替えるには、SHIFT キーと文字キーを
併用します。 代替の文字キーにアクセスするには、 SHIFT キーを使用します。 たとえ
ば、 SHIFT キーと  2 キーを押すと、 ＠ 文字記号が表示されます。
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変数を含まないフォームの印刷

フォームが変数またはカウンタを含まず、 自動印刷 (PA) コマンド も含まない 場合、
KDU Plus は、 印刷するラベル ・ セッ ト数の入力を促すプロンプ ト を表示します。

オペレータは、 セッ ト数を変更して ENTER キーを押すこ とができます。 プリ ンタが
それらのフォーム ・ セッ ト を印刷します。 

• オペレータは、 ENTER キーを再度押してフォームの印刷を繰り返したり、
セッ ト数を再変更して印刷したり、EXIT キーまたは ESC キーを押してフォー
ム操作を終了できます。

• 表示された数をク リ アするには、 CLR キーを押します。 

• 左右の矢印キー、 DEL キー、 および BACSPACE キーはすべて、 フォーム ・
モード時に有効です。

• EXIT キーまたは ESC キーを押すと、 いつでもフォームの取得やフォーム ・
データの入力を終了できます。

フォームが、 変数またはカウンタを含まず、 自動印刷 (PA) コマンドを含む 場合、 プ
リ ンタはフォーム ・ ラベルのコピーを印刷し続け、 KDU Plus  には 'Auto printing' ( 自
動印刷 ) と表示されます。 印刷を停止するには、 プ リ ンタをオフにする  ( またはラベ
ルがなくなる ) 必要があ り ます。
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変数を含むフォームの印刷

フォームが変数またはカウンタを含み、 自動印刷コマン ド  (PA) を含まない場合は、
ディ スプレイ行に最初の変数プロンプ トが表示されます。 

KDU Plus のキーボードでデータをタ イプしてから  ENTER キーを押すか、 または
AUX １、 AUX2、 または  PS/2 型のポートに接続した入力デバイス  で データを入力
します。 スキャナのよ う な入力デバイスでは、 ENTER キーを押すと同等な機能、 つ
ま り、 ラ イン ・ フ ィード文字 ( およびキャ リ ッジ ・ リ ターン ) を自動的に提供します
が、 それらはオペレータには隠されています。

• 表示された入力内容をク リ アするには、 CLR キーを押します。 

• 左右の矢印キー、 DEL キー、および BACSPACE キーは、 フォーム ・モード時
に有効です。

• EXIT キーまたは ESC キーを押すと、いつでも、 フォームの取得やフォーム ・
データの入力を終了できます。

KDU Plus は、 すべてのフォーム変数プロンプ トに対する入力が完了するまで、 デー
タ入力を促し続けます。 それらの入力が完了する と、KDU Plus は、カウンタ変数の入
力を促し始めます。 

EPL フォームに含まれた自動印刷コマンド  (PA と呼ばれる ) で印刷の数量が指定さ
れている場合は、 KDU Plus が 2 秒間 'Auto printing' ( 自動印刷 ) メ ッセージを表示し、
印刷を開始します。

フォームが印刷を完了したら、KDU Plus は、フォームのメ イン・ メニューに戻り ます。

フォームに自動印刷コマンド  (PA) によって指定された自動印刷機能 が含まれない場
合は、 印刷する  'Number of label set' ( ラベル ・ セッ ト数 ) の入力が促されます。 オペ
レータは、 セッ ト数を変更して ENTER キーを押すこ とができます。 セッ ト数の範囲
は 1 ～ 9999 です。
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フォームに 1 つ以上のカウンタ も含まれる場合は、 印刷の開始前に、 KDU Plus から
'Copies of each label' ( 各ラベルのコピー数 ) とい うプロンプ トが表示されます。 たとえ
ば、100 ウ ィジェッ ト  のシ リアル番号ラベルとその製品ボッ クス用重複ラベルが必要
な場合は、 ラベルごとに 2 コピーを 100 セッ ト分 ( 合計 200 ラベル ) 入力するこ とに
な り ます。

• オペレータは、最初のプロンプ トで ENTER キーを再度押すこ とでフォームの
印刷を繰り返した り、 プロンプ トでの入力を変更した り、 セッ ト数やコピー
数を再設定して印刷した り、 EXIT キーまたは ESC キーを押してフォームの
操作を終了できます。

• 表示された入力内容をク リ アするには、 CLR キーを押します。 

• 矢印キー、 DEL キー、および BACSPACE キーは、 フォーム ・モード時に有効
です。

• EXIT キーまたは ESC キーを押すと、いつでも、 フォームの取得やフォーム ・
データの入力を終了できます。
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5
ZPL フォーム ・ モード

フォーム ・モードは、 KDU Plus の標準操作モードです。 フォーム ・モードでは、 オペ
レータがプリ ンタに保存されているフォーム (ラベルのフォーマッ ト ) を印刷したり、
呼び出すこ とができます。  ZPL フォーム ・モードは、EPL 言語プリ ンタを操作するよ
うに設計された当初の KDU モデル の基本的な機能上の側面をエミ ュレート します。

オペレータは、 ZPL と  EPL の両方のフォーム ・ モードで、 以下の基本操作を行う こ
とができます。

• プリ ンタに保存されているラベル ・ フォームのリ ス ト を印刷します。

• プリ ンタに保存されているラベル ・ フォームを取得します。

• 変数データを入力します。

• ラベルを印刷します。

目次

フォーム ・ モードの基本事項  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 34
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フォーム ・ モードの基本事項

フォーム・モードのメ イン画面 (上記の画面) で有効な 3 つのキーは、次のとおりです。

F2 - F2 キーを押すと、 プ リ ンタに保存されている使用可能なフォーム  ( ラベル ・
フォーマッ ト ) を リ ス ト したラベルが印刷されます。

FORM - フォームを呼び出して印刷します。 ラベルの印刷は、 即座に実行されるか、
オペレータによる  KDU Plus キーボードや接続された入力デバイスからの入力、 また
は印刷ラベル数の入力を待機してから実行されます。

SETUP - SETUP キーは、 フォーム ・ モードでメ イン画面が表示されている間だけ使
用可能です。
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F2 - フォームのリスト

KDU Plus の F2 ファンクシ ョ ン ・ キーを押します。 プリ ンタがフォーム ・ ファ イルの
リ ス ト を印刷します ( 下図参照 ) 。

• KDU Plus は、 ZPL プリ ンタの E:ONBOARD FLASH メモ リ領域に保存された
フォームだけを リ ス ト し、 取得します。

• KDU Plus は、 ファイル名をファイル拡張子 (.zpl) を除く  8 文字に制限し、
ファイル拡張子を含むファイル名は認識しません。

• フォームの拡張子は、 '.ZPL' にする必要があ り ます。

FORM - フォームの取得

KDU Plus は、 ラベル・ フォームを直接保存しません。 フォームは、プリ ンタ内に保存
されます。 KDU Plus は、直接、プ リ ンタにフォーム取得コマンドを送信して、 フォー
ムを起動します。 

• フォームを取得するには、 FORM キーを押します。 

• フォーム・ リ スト  (F2 で印刷 ) の表示どおり に、 フォーム名を入力します。
E: や .ZPL フォーム・ ファ イル名拡張子は入力しないでく ださ い。 つまり 、
リ ス ト さ れたフォーム  ( 上図参照 ) E:ABCFORM.ZPL は、ABCFORM と し
て入力します。

重要 • フォームの取得時は、 AUX1、 AUX2、 および PS/2 型の入力ポートがオフにな
り ます。 これらの入力ポートは、いったんフォームが実行され、KDU Plus へのデータ
入力プロンプ トが表示される と、 アクティブになり ます。
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E:1234ABCD.ZPL の ZPL フォーム名は、 以下のよ うに入力します。

• フォームの取得を完了するには、 ENTER キーを押します。 これで、 プリ ンタ
と  KDU Plus がフォームの処理を開始します。

• 入力したフォーム名をク リ アするには、 CLR キーを押します。 

• 左右の矢印キー、 DEL キー、および BACSPACE キーは、 フォーム ・モード時
に有効です。

• EXIT キーまたは ESC キーを押すと、いつでも、 フォームの取得やフォーム ・
データの入力を終了できます。

フォーム名が正し く入力されないか、 存在しない場合、 KDU Plus はフォームを検出
できないこ とを報告します。

KDU Plus がフォーム名モードまたはデータ入力モードにある と き、CAPS LOCK キー
を押すと、 KDU Plus のデータ入力モードが、 'Capital letter mode' ( 大文字モード ) と
'Small letter mode' ( 小文字モード ) 間を ト グルします。 ディ スプレイは、 一秒間、 入力
モード画面から以下の画面の 1 つに切り換わり ます。
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個々の文字の入力時に反対の文字モードに切り替えるには、SHIFT キーと文字キーを
併用します。 代替の文字キーにアクセスするには、 SHIFT キーを使用します。 たとえ
ば、 SHIFT キーと  2 キーを押すと、 ＠ 文字記号が表示されます。

ZPL フォーム ・ モードのメモリ とプログラ ミングの問題

KDU PlusZPL フ ォーム ・ モード でのプ リ ン タ と  KDU メ モ リ の使用方法は、 EPL
フォーム ・ モードの場合と非常に異なり ます。 EPL プリ ンタは、 すべての変数データ
を内部的に保存します。 ZPL プリ ンタを使用する  KDU Plus では、 プ リ ンタに代わっ
て KDU Plus 自体が変数データを保存し、 そのデータをフォームの印刷要求ごとにプ
リ ンタに渡します。

プリ ンタは、 フォームを検索し、 フォーム名が有効である と、 フォーム ・ フォーマッ
ト全体を KDU Plus に送信します。 KDU Plus は、 フォーマッ ト全体を解析し、 フ ィー
ルド番号 (^FN) とシ リ アル番号フ ィールド  (^SN) をサーチします。 KDU Plus には、
フォームが処理中であるこ とを示すメ ッセージが表示されます。

フ ィールド番号には、フ ィールド番号の直後に引用符 ("") で囲まれたプロンプ トが関
連付けられている場合があ り ます。 KDU Plus は、フォーマッ トの解析時にプロンプ ト
の リ ス ト を作成します。 プロンプ ト がフ ィールド番号に関連付けられていない場合
は、 FN プレフ ィ ッ クスを含むフ ィールド番号がプロンプ ト と して使用されます。

フォームの解析時に ^SN が検出された場合は、 KDU から各シ リ アル番号のコピー数
が表示されるよ うに、 フラグが設定されます。

KDU Plus は、 576 バイ トで、 プロンプ ト とユーザー入力されたフ ィールド ・データを
保存します。 各変数に使用されるス ト レージの量は、 以下のよ うに決定できます。

• フ ィールド番号に 2 バイ ト

• フ ィールド ・プロンプ トのポインタ  ( テキス ト文字列へのポインタ ) に 2 バイ
ト  

• フ ィールド ・データのポインタ  ( テキス ト文字列へのポインタ ) に 2 バイ ト  

• プロンプ ト ・ テキス ト ( ゼロまたは NULL バイ ト終端子を含む ) に (m+1) バ
イ ト  

• データ ・ テキス ト ( ゼロまたは NULL バイ ト終端子を含む ) に (n+1) バイ ト  

フォーマッ ト の解析時に 576 バイ ト を超過した場合は、 KDU Plus から  Insufficient
memory  ( 不十分なメモ リ ) とい うエラー・メ ッセージが表示されます。  KDU Plus は、
フォームの呼び出しプロセスをアボー ト し、 ト ップ ・ レベルの ZPL フォーム ・ メ
ニューに戻り ます。

データの入力時に 576 バイ ト を超過した場合は、 KDU Plus は、 入力された最も古い
値をク リ アし、 データ入力プロセスを続行し、 新しい値を保存します。 新しい値がス
ト レージのリ ミ ッ ト を超える場合、その値はフォームの次の処理のために保存されま
せん。

1 回のデータ入力 ( プロンプ ト ) で入力できる最大文字数は、 99 文字です。

KDU Plus による取得用に保存される各フォームは、 Download Format ( フォーマッ ト
のダウンロード ) コマンド  (^DF) を含む必要があ り ます。 たとえば、 フォーム ( ラベ
ル ) フォーマッ トの先頭近くに、 ^DFE:FILENAME.ZPL^FS を組み込みます。 
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変数を含まないフォームの印刷

変数 ( フ ィールド番号またはシ リアル番号 ) のないフォームを使用する と、 KDU Plus
によって、 印刷するラベル数の入力を促すプロンプ トが表示されます。 

オペレータは、 セッ ト数を変更して ENTER キーを押すこ とができます。 プリ ンタが
フォームを印刷します。 

• オペレータは、ENTER キーを再度押してフォームの印刷を繰り 返したり 、セッ
ト 数を再変更して印刷したり 、EXIT キーまたは ESC キーを押してフォーム操
作を終了できます。

• 表示されたセッ ト数の入力をク リ アするには、 CLR キーを押します。 

• 左右の矢印キー、 DEL キー、 BACSPACE キーはすべて、 フォーム ・ モード時
に有効です。

• EXIT キーまたは ESC キーを押すと、いつでも、 フォームの取得やフォーム ・
データの入力を終了できます。

変数を含むフォームの印刷

フォームが変数を含む場合は、以下のよ うに、ディ スプレイ行に最初の変数のプロン
プ トが表示されます。 

KDU Plus のキーボードでデータをタ イプしてから  ENTER キーを押すか、 または
AUX １、 AUX2、 または  PS/2 型のポートに接続した入力デバイス  で データを入力
します。 

• スキャナのよ う な入力デバイスでは、通常、 ENTER キーを押すのと同等な機
能 ( つま り、 ラ イン ・ フ ィード文字 ) を提供しますが、 それらはオペレータに
は隠されています。 

• 印刷できない文字は、 KDU Plus では表示されません。

• 1 回のデータ入力 ( プロンプ ト ) で入力できる最大文字数は、 100 文字です。
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• 印刷用に保存されるデータの総量は限られているので、 保存されたメモ リ ・
データは上書きされます。 「ZPL フォーム・モードのメモ リ とプログラ ミ ング
の問題」 (37 ページ ) を参照してください。

• すべてのフォーム変数プロンプ トに対する入力が完了するまで、 KDU Plus
は、 データ入力を促し続けます。

KDU Plus は、 フォーム ・ コマンドをロード し解析している と き、 'Processing Form ..'
( フォームの処理中 ) という メ ッセージを表示するこ とがあ り ます。

Ｚ Ｐ Ｌ  フォーム内に含まれた印刷数量コマンド  (^PQ) で印刷の数量が指定されてい
る場合は、KDU Plus が 2 秒間 'Auto printing' ( 自動印刷 ) メ ッセージを表示し、印刷を
開始します。

フォームの印刷が完了したら、KDU Plus は、フォームのメ イン・ メニューに戻り ます。

フォームに含まれた印刷数量コマン ドで、 印刷の数量が指定されていない場合は、
'Total quantity of labels to print' ( 印刷するラベルの合計数 ) の入力を促すプロンプ トが
表示されます。

オペレータは、 セッ ト数を変更して ENTER キーを押すこ とができます。 プリ ンタが
フォームを印刷します。

フォームに 1 つ以上のシ リ アル番号コマンド  (^SN) も含まれる場合は、 KDU Plus か
ら  'Copies of each label?' ( 各ラベルのコピー数 ) というプロンプ トが表示されます。
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• オペレータは、ENTER キーを再度押してフォームの印刷を繰り 返したり 、セッ
ト 数を再変更して印刷したり 、EXIT キーまたは ESC キーを押してフォーム操
作を終了できます。

• 表示された数の入力をク リ アするには、 CLR キーを押します。 

• 左右の矢印キー、 DEL キー、および BACSPACE キーは、 フォーム ・モード時
に有効です。

• EXIT キーまたは ESC キーを押すと、いつでも、 フォームの取得やフォーム ・
データの入力を終了できます。
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6
端末モード

端末モードでは、 KDU PLus をデバッグ ・ ツールおよびカスタム ・ アプリ ケーシ ョ ン
のプリ ンタ制御インタフェイス と して使用できます。

目次
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概要

端末モードは、 Windows アクセサリ ・ ソフ ト ウェア ・プログラムのハイパー・ ターミ
ナルと同様の動作をし、 汎用端末と して記述できます。 

• タイプされたデータは、 すべて、 即座にプリ ンタに送信されます ( エコー ・
モードがアクティブな場合は表示も されます )。 

• プリ ンタからの応答は、即座に KDU Plus に送リ返されて、表示されます ( 印
字可能な場合 ) 。

• オペレータのタイプ ・ アクシ ョ ンは、すべて、 プ リ ンタに送信されます。 '123'
と タイプし、その後にバッ クスペースを入れる と、 '12' と表示され、 '3' が点滅
するカーソルと交互に表示されます。 この場合、 プリ ンタが受信した内容は、
1、 2、 3、 とバッ クスペースを表す ASCII 文字です。

• カスタム・アプ リ ケーシ ョ ン - 表示されたデータ とプリ ンタに送信されたデー
タが一致する必要はあ り ません。 KDU Plus は、 ディ スプレイ ・ カーソル制御
用 ANSI エスケープ ・ シーケンスを認識します ( 「外部端末制御」 (65 ページ )
を参照してください。 ) 。

端末モードでのデバッグ

KDU Plus は、 通常、 プ リ ンタ と  KDU Plus 間で通信が正し く確立しなかったために、
端末モードに入り ます。 よ くある通信の失敗理由は、 以下のとおりです。

• EPL プリ ンタの蓋が、用紙 ( ラベル ) を正し く入れた状態で閉じられていませ
ん  ( 用紙を入れ、 AutoSense でステータス ・ ラベルを印刷するこ とで、プ リ ン
タの動作を検証してください )。 

• オペレータが、プリ ンタ /KDU Plus の電源投入直後に AutoSense または FEED
( フ ィード ) ボタン ・ モードのプロセスを実行しました  ( プリ ンタがビジネ
スー状態で、 応答できません ) 。

• 自動検出機能がオフになっており、 KDU Plus が通信設定を再構成して、 プリ
ンタの設定と一致させるこ とができません。 「ポート設定」 (19 ページ ) を参
照してください。

• KDU Plus のプリ ンタ /COM ポート またはプリ ンタの COM ポートの通信設定
がデフォルトから変更されています。 

• EPL プリ ンタが AUTOFR フォームを実行している可能性があ り ます。
AUTOFR コマンド  (フォーム ) の詳細について、『EPL2 Page Mode Programmer's
manual』 を参照してください。
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ト ラブルシューテ ィング - 基本手順

a. KDU Plus をプリ ンタから切断します。

b. プ リ ンタに用紙を装着し、 手動によ る用紙ラベル ・ キャ リ ブレーシ ョ ンまたは
AutoSense の実行によって、 プ リ ンタの動作を検証します。 

c. KDU Plus をプリ ンタに接続して、 プ リ ンタの電源をオンにします。 これで、 KDU
Plus がプリ ンタを検出しますか ? 

d. セッ ト アップ ・ モードに入り、 自動検出モードを再度有効にするか、 工場デフォ
ルト を リセッ ト します。 プリ ンタの電源をオン /オフします。 KDU Plus がプリ ンタ
を検出しますか ?

e. プリ ンタのステータスに関するプ リ ン ト アウ トのシ リ アル ・ ポート設定をチェ ッ
ク します ( ステップ a)。  それらの設定がプリ ンタ /COM 設定と一致しますか ? 一
致しない場合は、 CPM/ プリ ンタ ・ポートの設定をプリ ンタ と一致するよ うに変更
します。 ケーブル ・ タイプに注意してください。 プリ ンタの電源をオン / オフしま
す。 これで、 KDU Plus がプリ ンタを検出しますか ?

EPL のデフォルト ・ ポート設定

ZPL のデフォルト ・ ポート設定
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f. 端末モードの KDU Plus では、以下のプリ ンタ照会コマンドをプリ ンタに直接送信
できます。
EPL の場合 :
UI
ENTER キーを押します。 

ZPL プリ ンタの場合 : 
~HS

プ リ ンタが応答し、 KDU Plus のディ スプレイを更新します ( 通信可能な状態に
なった場合 ) 。

セッ ト アップ ・ モードに入り、 OPERATIONAL MODE ( 操作モード ) を選択しま
す。  該当するプ リ ンタのフォーム ・ モード と一致するよ うに、 モードを変更しま
す (EPL または ZPL)。 フォーム ・ モードの 'Printer Status' ( プリ ンタ ・ ステータス )
をチェッ ク します。
F2 ファンクシ ョ ン ・ キーを押して、 基本的なフォーム ・ モード通信をテス ト しま
す。 印刷されましたか ?

g. プリ ンタがまだ KDU Plus によって自動的に検出さ れず、端末モード 照会コマン
ド に応答しない場合は ( ステッ プ ｆ )、 ハイパー・ ターミ ナルから コマンド を送
信するか、プリ ンタに直接コマンド ファ イルを送信するこ と によって、プリ ンタ
のシリ アル・ ポート の動作を検証する必要があり ます。 PC のシリ アル・ ポート
設定値を設定する詳細については、 「ポート設定」 (19 ページ ) を参照してくださ
い。 プリ ンタがハイパー・ ターミ ナル・ コマンド にも 上記のよ う に  ( ステッ プ  ｆ )
応答する場合は、 KDU が通信していません。 Zebra の営業担当者に連絡するか、
http://www.zebra.com を参照して、 サポート と 情報を取得してく ださ い。
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7
ファイル ・ モード

ファイル・モードでは、シ リ アル・ポート ・ インタフェイスを介して PC と リモート ・
プ リ ンタ間でファイルを管理し、 転送する手段と して、 KDU Plus を使用できます。
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概要

ファイル管理システムでは、 ス ト レージ ・ カタログ ・ フォルダにプリ ンタへ転送する
ファイルを格納します。

• KDU Plus は、 最大 32 ファイル ( 累積サイズが使用可能なス ト レージ ・ メモ リの
32 K バイ ト以下 ) を保存できます。 

• KDU Plus に保存できる最大ファイル ・ サイズは、 32752 バイ トです ( 使用可能な
合計メモ リ  32768 からファイル・フォルダ・ヘッダー用の 16 バイ ト を差し引いた
もの ) 。 各ファイル ・ フォルダのカタログ名 ( ヘッダー ) に 16 バイ トのメモ リ ・
スペースが必要です。

• 使用可能なメモ リ量を超える受信ファイルは保存されません。 この条件が発生す
る と、 KDU Plus からエラー・ メ ッセージが表示され、オーバーフロー音が鳴り ま
す。 直前の画面に戻るには、 エスケープ ・ キーを押します。

• KDU Plus に保存されるファイルのサイズは、ファ イル・サイズのバイ ト数にヘッ
ダー用の 16 バイ ト を加えた値を、 その値に最も近い 16 バイ トの倍数に切り上げ
るこ とによって計算できます。 例： ホス ト上で 49 バイ トのファ イルは、KDU Plus
上では 80 バイ トのファイルと して保存されます (49 + 16 = 65 を最も近い 16 の倍
数に切り上げて 80 と します )。 
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ファイル ・ モード  - 概要
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ファイル ・ モード動作の設定

ファイル ・ モードを正し く機能させる ヒン ト を以下に示します。

• フォーム ・ モードで F2 キーを使用して、 プ リ ンタがフォーム ・ リ ス ト を印
刷する こ とを確認します。 フォーム ・ モードでな く、 端末モードにいる場合
は、 ステップ f に重点を置いて、 「 ト ラブルシューテ ィ ング - 基本手順」 (43
ページ ) を参照して ください。 この手順は、 プ リ ンタのシ リ アル ・ ポー ト通
信の検証に使用できます。

• PC と  KDU Plus ( プリ ンタを含む ) 間のすべてのシ リ アル・ポート通信を正し
く構成し、同期させる必要があ り ます。 シ リ アル・ポート通信の設定の詳細と
ヒン トについては、 「ポート設定」 (19 ページ ) を参照してください。 

• ファイル ・ モードは、 セッ ト アップ ・ モード / 操作モードの設定コマンドに
よってのみ、 アクセスできます。 

• KDU Plus のプリ ンタ自動検出設定が有効な場合 ( デフォルト )、 ファ イル ・
モードは一時的な設定にすぎません。  

• KDU Plus をファイル ・ モードで起動するには、 セッ ト アップ ・ モードで自動
検出を無効にします。



49ファイル ・ モード

2006/6/28 KDU Plus ユーザー ・ ガイ ド 980548-071 改訂 A

ファイルの転送と保存

KDU Plus は、 プ リ ンタに転送されるフ ァ イルの暫定的な保存領域を提供し ます。
KDU Plus にコピーされたファイルは、KDU Plus カタログ・フォルダに格納されます。 

• 各フォルダは、 一意な名前を持ちます。 

• フォルダ名は 1 ～ 8 文字長です。

• フォルダ名は、 ファイル自体と特別な名前上の関係はあ り ません。 

• KDU Plus カタログ ・ フォルダに保存するファ イルについては、 命名上の要件
はあ り ません。 ただし、プ リ ンタのプログラ ミ ング言語には、ファ イル名に関
する要件があ り ます。 ファ イル名の詳細については、 該当するプ リ ンタ言語
マニュアルを参照してください。
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KDU Plus - ファイルの受信

KDU Plus でファイル転送プロセスを開始するには、 FILE MANAGEMENT ( ファ イル
管理 ) 表示画面から  >RECEIVE FILE < ( ファ イルの受信 ) を選択します。 画面を変更
するには、 上下矢印キーを使用します。 選択内容を確定するには、 ENTER キーを使
用します。

KDU Plus は、ファ イルの受信動作に入る と、使用可能なメモ リ量を表示し  (2 行目 ) 、
オペレータにファイル名 ( つま り、 カタログ ・ フォルダ名 ) の入力を促します。 下の
例では、プロンプ トに対して、FILE 4 とい う ファ イル ( フォルダ ) 名が入力されます。 

ファ イル ・ フォルダ名を確定するには、 ENTER キーを押します。 カタログ内のファ
イル・フォルダ名が既に使用されている場合は、KDU Plus は、'FILE NAME ALREADY
EXISTS' ( ファ イル名が既に存在しています ) とい う メ ッセージを表示します。 

ファイル ・ カタログ ・ フォルダが使用可能な場合は、 ファ イルの受信画面が表示され
ます。 受信バイ トは 0 ( ゼロ ) と して表示されます。 
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次に、 PC から  KDU Plus へのファ イル転送を開始する必要があ り ます。 外部 (AUX1
または AUX2) シ リ アル通信ポート を介して KDU Plus にファイルを転送するには、多
数の可能な手段またはソフ ト ウェア ・ ツール (DOS コマンド ・ ラ イン、 Windows ハイ
パー・ターミナルなど ) の 1 つを使用します。 DOS の COPY コマンドによる基本的な
ファイル転送方法については、 「Windows コマンド ・ モードによるファ イル転送」 (68
ページ ) を参照してください。 

バイ ト数の増分が始ま り、 最後のバイ ト が転送されるまで続行します。 表示される
ファイル ・ フォルダのバイ ト ・ サイズは、 PC の Windows にファイルのプロパティ と
して リ ス ト されるファイル ・ サイズに 1 バイ ト加えたものとな り ます。 ファ イル ・ ス
ト レージを完了するには、 ENTER を押します。 

KDU Plus が RECEIVE FILE ( ファ イルの受信 ) のメ イン画面に戻り ます。 PC からの
ファイルのインポート を続行するか、ESC ( エスケープ ) キーで RECIEVE FILE ( ファ
イルの受信 ) モードを終了できます。  ファイルのインポート ・ プロセスは、 転送が必
要なファ イルがな くなるか、 KDU Plus 内の使用可能なメモ リが使い果たされるまで
続行できます。

KDU Plus へのファ イル転送時に使用可能なメモ リ を超過した場合は、 KDU Plus に
よってバッファがク リ アされ、 ファ イル ・ カタログ ・ フォルダが削除され、 以下の画
面が表示されます。

KDU Plus は、ファイル転送が完了前に中断された場合もこの画面を表示します。 部分
的にセーブされたファ イルは、 KDU Plus によってファ イル ・ カタログ ・ フォルダに
保存されます。 

破損したファイルを含むファイル・ フォルダは、そのファ イルがプリ ンタに送信され
ないよ うに、 ただちに削除する必要があ り ます。
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プリンタへのファイル送信

プリ ンタへのファイル転送プロセスを開始するには、 FILE MANAGEMENT ( ファ イ
ル管理 ) 表示画面から  > SEND FILE  <( ファ イルの送信 ) を選択します。 選択を変更
するには、 上下矢印キーを使用します。 選択内容を確定するには、 ENTER キーを使
用します。

KDU Plus は、 ファ イルの送信動作に入る と、 KDU Plus 内に保存されているファ イル
を含むファイル ・ カテゴ リ ・ フォルダを表示します。 最初のファイル ・ フォルダ名が
>FILENAME< を括弧で囲まれて表示されます。 選択内容を変更するには、左右上下の
矢印キーを使用します。

選択内容を確定し、 ENTER キーを押します。 KDU Plus がフォルダからプリ ンタへの
ファイルの転送を開始します。 ファ イルの転送中は、 プリ ンタで印刷した り、 キャ リ
ブレート した り、 用紙 ( ラベル ) をフ ィード してはなり ません。 NUMBER OF BYTES
REMAINING ( 残りバイ ト数 ) ステータスが 0 ( ゼロ ) に達するまで 減分し、 SELECT
FILE TO SEND  ( 送信ファイルの選択 ) 画面に戻り ます。

必要な個々のファイルの転送を完了するまで、 このプロセスを繰り返してください。

SEND FILE  ( ファ イルの送信 ) モードを終了するには、 ESC ( エスケープ ) キーを押
します。
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プ リ ンタに保存されたすべてのファ イルを  1 つのプロセスで一度に転送するには、
FILE MANAGEMENT ( ファ イル管理 ) の選択肢 SEND ALL ( すべて送信 ) を使用しま
す。  KDU Plus に保存されたすべてのファ イルのプ リ ンタへの送信を開始するには、
FILE MANAGEMENT ( ファ イル管理 ) 表示画面から  > SEND ALL  < ( すべて送信 )
を選択します。

この画面が表示されたら、 再度、 ENTER キーを押して、 ファ イルの転送を開始しま
す。 ディ スプレイには、 すべてのファ イルの転送が完了するまで、 ファ イルご とに
ファイルの転送が表示されます。 いつでも  ESC ( エスケープ ) キーを押すと、 転送中
およびまだ転送されていないファイルの転送が即座に終了します。 

ファイルのダウンロード ・ シーケンス

Zebra プリ ンタは、 送信されたファ イルを即座に処理します。 プ リ ンタは、 データを
受信した順序で処理します。 SEND ALL ( すべて送信 ) ファ イル ・ オプシ ョ ンでファ
イルをプリ ンタに送信した場合は、 ファ イルは数字でソート され、次にアルファベッ
ト順にソート されます。 

プリンタ ・ ファイルに関する事実

• ファ イルには、 プ リ ンタに保存されるフォームを作成するプログラムを組み
込むこ とができますが、 フォームをプログラ ミ ング ・データに組み込む必要
はあ り ません。 

• フォーム名とファイル名は一致する必要があ り ません。

• グラフ ィ ッ ク  ( またはロゴ ) は、 KDU Plus でプリ ンタにダウンロードできま
す ( ただし、 ファ イルサイズは 32K バイ ト以下 )。  

• 複数のフォーム、 独立したラベル ・ コマンド、 プ リ ンタ設定コマンドはすべ
て、 1 つのファイルと して、 プ リ ンタに送信できます。 複数のファイルも送信
可能です。 ただし、 コマンドをプ リ ンタに送信する際のシーケンスが重要で
す。

• プリ ンタに送信されたファイルによって KDU Plus からプリ ンタへのファイ
ル転送が中断されるこ とがあ り ます ( ソフ ト ・ リ セッ ト 、印刷ステータス ・ コ
マンド、 設定の変更など )。
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KDU Plus - ファイルの削除

KDU Plus には、 KDU Plus に保存されたファイルを削除するためのファイル ・ カタロ
グ ・ フォルダの削除方法が 2 つあ り ます (DELETE FILE ( ファ イルの削除 )、 DELETE
ALL ( すべて削除 ) ) 。 KDU Plus でファイルを削除するには、> DELETE FILE < ( ファ
イルの削除 ) を選択して個々のファイルを削除するか、> DELETE ALL  < ( すべて削
除 ) を選択して KDU Plus メモ リからすべてのファイルをク リ アします。 選択内容を
変更するには、上下の矢印キーを使用します。 選択内容を確定するには、ENTER キー
を使用します。

個々のフ ァ イルを削除する場合、 KDU Plus は、 以下の画面を表示し ます。 KDU
Plus は、 ファ イルの削除動作に入る と、 KDU Plus 内に保存されたファ イルを格納し
ているファイル ・ カテゴ リ ・ フォルダを表示します。 最初のファイル ・ フォルダ名の
>FILENAME< が括弧で囲まれて表示されます。 選択内容を変更するには、左右上下の
矢印キーを使用します。

選択を行って ENTER キーを押すと、KDU Plus から永久に削除するファ イルの確認を
求める メ ッセージが KDU Plus によって表示されます。 キャンセルする場合には、ESC
( エスケープ ) キーを押します。  ファイルの削除を確定するには、ENTER キーを押し
ます。

KDU Plus 内のすべてのファイルを削除するには、 FILE MANAGEMENT ( ファ イル管
理 ) のメ イン画面で DELETE ALL ( すべて削除 ) を選択します。 KDU Plus がファイル
削除の確認画面を表示します。KDU Plus は、 この画面で KDU Plus からすべてのファ
イルを永久に削除したいかど うかの確認を求めてきます。 キャンセルする場合には、
ESC ( エスケープ ) キーを押します。  KDU Plus カタログ ・ ス ト レージ ・ メモ リからの
すべてのファイルの削除を確定するには、 ENTER キーを押します。
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ファイル ・ カタログ ・ エラー

KDU Plus は、 ファ イル ・ ス ト レージ ・ メモ リの破損を検出するため、 簡単なデータ
完全性テス ト によってファ イル ・ カタ ログ ・ メモ リ を自動的にテス ト します。 KDU
Plus は、 ファイルの送信時または電源投入後に破損したファイルを検出する と、 ファ
イル ・ エラーの画面を表示します。

破損したファ イルは削除する必要があ り ます。 破損したファ イルは正し く処理でき
ません。 

ESC ( エスケープ ) キーを押して最後の画面に戻るこ と もできますが、 この操作はお
勧めできません。  こ こで、 プ リ ンタ と  KDU Plus の電源をオン / オフするこ とによっ
て KDU Plus を リ セッ ト できます。 KDU Plus がファ イルの完全性を再チェ ッ ク しま
す。 ファ イルがまだ破損している場合もあ り ますが、 もはやメモ リ ・ チェッ クでは検
出できません。 したがって、 ファ イルを使用する と、 プ リ ンタへの転送時に予期され
ない結果が生じるこ とがあ り ます。
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8
インタフェイス

この章では、 電気接続と、 KDU Plus と他のデバイスやシステムの接続に関連した問
題について説明します。

概要

目次

概要  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 57
COM/ プリンタ用シリアル ・ ポートの設定 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 59
シリアル ・ ポート  (AUX1、 AUX2) の設定. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 60
PS/2 型ポート  (6 ピン DIN) の設定 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 60
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外部
シリアル ・
ポート
(AUX 2)

プリンタ用シリアル ・ ポート ・ ケーブル
には ' ファン トム ' DC 電源が必要。

(COM/ プリンタ )

外部
シリアル ・
ポート
(AUX 1)

外部キーパッ ド / スキャン ・ ポート
6 ピン DIN
(PS/2 Scan Set 2 と互換 )



59インタフェイス

2006/6/28 KDU Plus ユーザー ・ ガイ ド 980548-071 改訂 A

COM/ プリンタ用シリアル ・ ポートの設定

プリ ンタからの +5 ボルト  ( ピン 1、 ピン 2) は、 KDU Plus と  KDU Plus に接続した追
加入力デバッグに電力を提供します。 

ZPL ハード ウェア ・ アーキテクチャを持つプリ ンタの最大消費電流 ： 750mA 
EPL ハード ウェア ・ アーキテクチャを持つプリ ンタの最大消費電流 ： 250mA
外部入力デバイスの接続していない KDU Plus の電流 ： 50mA 

注意 • KDU Plus の入力ポート  (AUX1、AUX2、および PS/2 方式 ) にはフューズがありま
せん。 使用可能な電力総量を超過すると、 入力デバイス、 KDU Plus、 またはプリンタが
損傷する可能性があります。

ピン KDU Plus は DCE
プリンタは DTE (ZPL) 

KDU は DTE
プリンタは DCE (EPL)

名前 方向 名前 方向

1 未使用 未使用 +5V プリ ンタから  +5V
2 TxD プリ ンタへ RxD プリ ンタから

3 RxD プリ ンタから TxD プリ ンタへ

4 DTR プリ ンタから CTS プリ ンタへ

5 GND GND GND GND
6 DSR プリ ンタへ DTR プリ ンタから

7 RTS プリ ンタから 未使用 未使用

8 CTS プリ ンタへ RTS プリ ンタから

9 +5V プリ ンタから  +5V 未使用 未使用

45mA*

120mA* 25mA*

( 45mA + 120mA + 25mA ) + 50mA < 最大電流

50mA* - 実際の値ではない。

電流引き込み
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シリアル ・ ポート  (AUX1、 AUX2) の設定

インタフェイス信号は、 標準の RS-2323 要件に準拠します。 

AUX1 ポート と  AUX2 ポートは、 フォーム ・ モード と端末モードでアクティブです。

PS/2 型ポート  (6 ピン DIN) の設定

このポートは、 PS/2 Set 2 のスキャン ・ コードをサポート します。 

ピン 名前 方向

1 未使用 未使用

2 未使用 未使用

3 RXD AUX デバイスから

4 未使用 未使用

5 GND GND

6 DSR AUX デバイスへ

7 未使用 未使用

8 CTS AUX デバイスへ

9 +5V AUX デバイスへ +5V

ピン 接続

1 データ

2 未使用

3 GND

4 +5V 入力

5 CLK

6 未使用
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9
EPL 言語サポート

EPL プリ ンタおよび KDU Plus は、 KDU Plus の QWERTY 型キーボードがサポート し
ない特殊文字を含む様々な国語をサポート します。 EPL プリ ンタ ・ プログラ ミ ング言
語では、 オペレータまたは管理者が、 プリ ンタ と  KDU Plus によってサポート される
言語を、米語 ( コード ・ページ 437) から他のプリ ンタによってサポート されるコード
ページの 1 つに変更できます。 これは、 EPL のみの機能であ り、 ZPL プリ ンタではサ
ポート されません。

目次

言語サポート相互参照 ( 言語スト リ ップ ). . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 62
EPL プログラ ミング / 言語サポート  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 63
言語スト リ ップの取り付け  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 64
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言語サポート相互参照 ( 言語スト リ ップ ) 

KDU Plus では、 ファンクシ ョ ン ・ キー (F1 ～ F11) と正し く関連付けられたファンク
シ ョ ン ・ キーを識別する言語ス ト リ ップによって、追加文字へのアクセスを提供しま
す。

国

KDU
国コード  

(p3)
使用可能な文字

F1 F2 F3 F4 F5 F6 F7 F8 F9 F10 F11

ベルギー 032 à â ç é è ê î µ ù £

カナダ 002 É µ ¢ £

デンマーク 045 å Å æ Æ ø Ø £

フ ィンランド 358 å Å ä Ä ö Ö £
フランス 033 à Ç é è µ ù ° £

ド イツ 049 ä Ä ß µ ö Ö ü Ü

イタ リ ア 039 à Ç é è ò ù £

ラテンアメ リ カ 003 ñ Ñ

オランダ 031 ä Ä ë ö Ö ü Ü °

ノルウェー 047 å Å æ Æ ø Ø £

ポルトガル 351 a ã Ã ç Ç õ Õ o £

南アフ リ カ 027 £

スペイン 034 a ç Ç ñ Ñ o

スウェーデン 046 å Å ä Ä ö Ö £

スイス 041 à ä Ç é è ö ü £

英国 044 £
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EPL プログラ ミング / 言語サポート

EPL プリ ンタは、 EPL プログラ ミ ングの I コマンドで言語を制御します。 以下に I コ
マンドの短縮バージ ョ ンを示します。

I コマンド  - 文字セッ トの選択

説明

このコマンドを使用して、 印刷 ( および KDU ディ スプレイ ) 用の適切な文字セッ ト
を選択します。

構文

I p1, p2, p3

パラメータ

p1 = データ ・ ビッ ト数。 8 ビッ ト ・ データには 8 を使用します ( または、 レガシーサ
ポート と して 7 ビッ ト ・ データには 7 を使用 ) 。

p2 = プリ ンタ ・ コード ・ ページ / 言語サポート

Windows コード ・ ページ 1250 ～ 1255 をサポートする p2 パラ メータ  
A ～ F は、 KDU Plus によってサポート されません。

8 ビッ ト ・ データの場合のみ

p2 コード ・
ページ

説明

0 DOS 437 英語 ( 米国 ) 
1 DOS 850 ラテン語 1

( 言語ス ト リ ップ でサポート ) 
2 DOS 852 ラテン語 2 ( キ リル語 II/ スラブ語 ) 
3 DOS 860 ポルトガル語

4 DOS 863 フランス系カナダ語

5 DOS 865 スカンジナビア語

6 DOS 857 トルコ語

7 DOS 861 アイスランド語

8 DOS 862 ヘブライ語

9 DOS 855 キ リル語

10 DOS 866 キ リル CIS 1
11 DOS 737 ギ リシャ語

12 DOS 851 ギ リシャ語 1
13 DOS 869 ギ リシャ語 2
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p3 = KDU 国コード  

言語スト リ ップの取り付け 
言語ス ト リ ップは、 この章の最初のページに記載された表と一致します。 言語ス ト
リ ップは、 ファンクシ ョ ン ・ キー (F1 ～ F11) の上の窪みにぴったり合う よ うに作成
されています。  言語ス ト リ ップ背面の接着性は永久的です。 ス ト リ ップは、 プリ ンタ
の文字セッ トのコード ・ ページと  KDU 国コードの設定後にのみ、 貼り付けてくださ
い。 これらの設定については、 目的の言語 / 文字表示、 データ入力、 および印刷上の
ニーズを満たすかど うか検証する必要があ り ます。 言語ス ト リ ップは、24 時間でに完
全に接着します。

コード 国 コード 国 コード 国

001 米国 033 フランス 046 スウェーデン

002 カナダ 034 スペイン 047 ノルウェー

003 ラテンアメ リ カ 039 イタ リ ア 049 ド イツ

027 南アフ リ カ 041 スイス 351 ポルトガル

031 オランダ 044 英国 358 フ ィンランド

032 ベルギー 045 デンマーク
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10
外部端末制御

この章では、 プリ ンタ /KDU Plus 間の通信をサポートする  ANSI エスケープ ・ シーケ
ンス とパラ メータについて説明します。 下記の表は、KDU Plus によってサポート され
ているカーソル制御用の ANSI エスケープ ・ シーケンスのサブセッ ト を示します。  

略語 ESC は、各エスケープ・シーケンスの先頭に付く  ASCII エスケープ文字 27 (1Bh)
を表します。 
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KDU Plus ANSI エスケープ ・ シーケンス ・ コマンド

ニーモニック シーケンス 説明

CPR ESC[6n カーソル位置の報告 ： ESC[<row>;<col>R の形式で、 カーソルの行と

列の現在位置を返します。

CUP ESC[Pn;Pn
H 

カーソルの位置付け： カーソルを指定の位置 ( 座標 ) に移動します。  位
置を指定しないと、 カーソルが画面左隅のホーム ・ ポジシ ョ ン   ( 行 1、
列 1) に移動します。  

CUU ESC[PnA カーソルの移動 ( 上 ) ： 指定の行数だけ、 カーソルを上方に移動します 
( 列は無変更 )。 カーソルがすでに一番上の行にある場合、 このシーケ

ンスは無視されます。 
CUD ESC[PnB カーソルの移動 ( 下 ) ： 指定の行数だけ、 カーソルを下方に移動します 

( 列は無変更 )。 カーソルがすでに一番下の行にある場合、 このシーケ

ンスは無視されます。 
CUF ESC[PnC カーソルの移動 ( 前 ) ： 指定の列数だけ、 カーソルを前方に移動します 

( 行は無変更 )。 カーソルがすでに一番右の列にある場合、 このシーケ

ンスは無視されます。 
CUB ESC[PnD カーソルの移動 ( 後 ) ： 指定の列数だけ、 カーソルを後方に移動します 

( 行は無変更 )。 カーソルがすでに一番左の列にある場合、 このシーケ

ンスは無視されます。 
ED ESC[2J 表示の消去 ： 画面をクリアし、 カーソルをホーム ・ ポジシ ョ ン ( 行 1、

列 1) に移動します。 
KVC ESC[?25h カーソルの表示 ： カーソルをディスプレイ上に表示します。

KCI ESC[?25l カーソルの非表示 ： カーソルをオフにして、 ディスプレイに表示され

ないようにします。

OSC ESC] オペレーティング ・ システム ・ コマンド ： マクロ ・ コマンド ・ シーケ

ンスを開始します
( 非 ANSI コマンド )。 

ST ESC\ 文字列終端子 ： マクロ ・ コマンド ・ シーケンスを終了します 
( 非 ANSI コマンド )。

KDU Plus ANSI エスケープ ・ コマンドのパラ メータ定義

パラメータ 説明 定義

Pn 数字 10 進数を指定します。

Ps 選択パラメータ 機能の選択に使用する 10 進数を指定します。  パラメータをセミ コロ

ンで区切ることによって、 複数の機能を指定できます。

Pl 行パラメータ 現在のディスプレイまたは別のデバイス上の行の 1 つを表す 10 進数

を指定します。

Pc 列パラメータ 現在のディスプレイまたは別のデバイス上の列の 1 つを表す 10 進数

を指定します。
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DOS によるファイル転送

Windows は、 DOS コマンドの使用によって、 レガシー ・ コマンド ・ モード画面によ
る基本的なファイル転送方法をサポート します。 これは、 ファ イル転送の最も基本的
な方法であ り、オペレーティング ・システムのバージ ョ ンやプリ ンタ言語の違いによ
る例外の発生が最も少なくて済む方法です。

目次

Windows コマンド ・ モードによるファイル転送  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 68
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Windows コマンド ・ モードによるファイル転送

以下のプロセスは、Windows XP または Windows 2000 の各オペレーティング ・システ
ムから  DOS コマンドを使用する方法を示します。 これは、 これらのオペレーティン
グ ・ システムで、 新しい cmd.exe (DOS コマンド ) セッシ ョ ンを開始するたびに必要
となるプロセスです。 以下にその手順を示します。

• cmd.exe (Windows 95/98/ME の場合は Command.com) を実行します。

• 選択した PC の COM ポート を、 選択した AUX ポート通信設定と一致するよ
うに設定します。

• ド ラ イブとディ レク ト リのパスを、 転送ファ イルの位置をポイン トするよ う
に変更します。

• COPY コマンドを使用してファ イルを転送します。

Windows のメ イン画面に入り、 Start ( スタート ) ボタンをク リ ッ ク します。 強調表示
されたプログラム ・ コマンド ・ ラ イン ・ ウ ィ ンド ウの 'Run'  ( ファ イル名を指定して
実行 ) プログラムを選択してク リ ッ ク します。  

注記 • Help ( ペルプ ) メニュー項目または Help and Support ( ヘルプとサポート ) メ
ニュー項目は、Start ( スタート ) メニューの Run ( ファ イル名を指定して実行 ) の真上
にあ り ます。 Start ( スタート ) メニューから、 Help ( ヘルプ ) または Help and Support
( ヘルプとサポート ) をク リ ッ ク し、 DOS コマンド とその使用方法のヘルプを取得し
ます。検索クエ リー 'Display help for an MS-DOS command' (MS DOS コマンドのヘルプ
の表示 ) を入力します。 'New ways to do familiar tasks' ( よ くあるタスクを実行する新し
い方法 ) と  'Display Help for an MS-DOS commands' (MS DOS コマンドのヘルプの表示
) を参照して、 DOS コマンドの使用に関するヘルプを取得してください。

関連コマンド と して、 CD、 CDDIR、 MD、 COPY、 および MODE があ り ます。 これ
らの DOS コマンドのヘルプを取得するには、該当コマンドの後に /? と タイプします。
ド ラ イブ文字の後にはコロン (:) をタイプします。 たとえば、 C ド ラ イブにアクセス
するには、 C: と タイプします。
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Run ( ファ イル名を指定して実行 ) プログラム ・ ウ ィ ンド ウで、CMD と タイプし、OK
ボタンをク リ ッ ク します。

DOS コマンド ・ ウ ィ ンド ウが開きます。 
KDU Plus の AUX ポー ト は、 デフォル ト では Windows XP または Windows 2000 の
DOS セッシ ョ ン の設定とは異なる通信設定で動作するよ うに設定されています。

AUX ポートのデフォルト設定
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Windows XP DOS セッシ ョ ン - MODE コマンドでデフォルト設定が表示されます。
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Windows XP と  Windows 2000 の場合は、コマンド ・プロンプ トで以下のコマンドを入
力してください。

MODE COMx: BAUD=4800 PARITY=o DATA=8 STOP=1

Windows 95/98/ME オペレーティング ・ システムの同等のコマンドは、 以下のとおり
です。

MODE COMx:40,o,8,1

通信の同期後、プロンプ トで C: と タイプします。 プロンプ ト ・ ウ ィ ンド ウが C:\ 以外
のド ライブをポイン ト していた場合、 これで、 C:\ ド ラ イブをポイン トするよ うにな
り ます。 このウ ィ ン ド ウは、 任意のローカル ・ ド ラ イブまたはマップされたネッ ト
ワーク  ( 文字 ) ド ラ イブをポイン トするこ とができます。

たとえば、C:\> ド ラ イブに、KDU Plus に転送する必要のあるラベル・フォーム ・ファ
イルを含む FORMS ディレク ト リがある と します。 その場合は、 プロンプ トで CD の
後にディ レク ト リ名 ( 下記の例では FORMS) をタイプし、 ENTER キーを押します。
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PC ( または他のホスト ) からファ イルを受信するには、 KDU Plus がファイル・ モード
でなければなり ません。 KDU Plus へのファ イル転送の詳細については、 「KDU Plus -
ファイルの受信」 (50 ページ ) を参照してください。

フ ァ イルの転送を開始するには、 COPY の後にフ ァ イル名 ( 下記の例では
ABCFILE.TXT) とシ リ アル通信のポート名 ( この例では COM1) をタイプします。 /b
を入力して、 バイナ リ ・ データによるファ イル転送を設定します。 ENTER キーを押
して、 ファイルを KDU Plus に送信します。

COPY ABCFILE.TXT COM1 /B
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